












Examples of Vocabulary of the Okinoerabu-Island Dialect 
with Particular Reference to Prosodemes:Part 3 
 




































[ta: ター 鳥名たか。 

















[ta:]Funa[sji ター/フナシ 代掻き。 
[ta:]buku[ru ター/ブクル 田袋。田所。田の多い地帯【地域】。 
x ターワ/ナーカラ、ハテワ/シーカラ（諺）田は中から、畑は隅から。そこがおろそ
かになりがちだから作業を優先して念入りに耕せとの意。 
[da]: ダー 牛馬に対する合図で止まれの意。 
[da:]gu[(:)[ ダーグー o団子。oからだにできるこぶ。 
x タークナジャ とかげ。 
[ta:]cji_[ta:]cji ターチ（幼）立つこと。タッタ [tat]ta とも。 
x ダーチ（幼）抱くこと。だっこ【[dak]ko】。 








[ta:juN ターユン 付着する。 
x タール/ワール 子供達がしゃべり合って寝つこうとしないときに言う言葉で、こう言
った後は誰も話してはいけない。 
[ta:wari ターワリ あかぎれ。 
x タイ 髪を結ったとき、まげの下にできる髪のゆとり。 




da[ui= ダウイ 三味線の低音の弦。針金を用いることもある。 
ta[e= タエ 便り。「子供達から何のタエもない」。 
taka- タカ 高。 











x タカンジャル のっぽ。 
ta[ga] タガ 格好。 
ta[ga_[’a]N タガ/アン〔タガある〕格好良い。 
[taga]taga:[tu タガタガートゥ 格好良いさま。 
ta[ga_na[N タガ/ナン〔タガ無い〕格好悪い。 
ta[gaN]cja タガンチャ 格好良いのを褒めることば。「あの子の踊りのタガンチャ」。 












ta[kurijuN タクリユン 熱湯で皮膚がただれる。 
ta[ge タゲー 互い。【cf.[ta]ge[ni 互いに】 








da[cji’akaN ダチアカン〔らちあかぬ〕（人間が）役に立たない。「ダチアカヌ da[cji 
’akanu 男だ」。 
ta[cje]raN タチェラン o足りない。o間に合わない。 
x タチキ 来月。 





















-dana ダナ ～ずに。「誰もホーラダナアタン [ho:radana_[’a]ta[N」(誰も買わなかっ
た)。～ても。「金は無ダナ [na:]da[na も健康だったらよい」（金は無くても健康だ
ったらよい)。 
-danadu ダナドゥ ～からこそ。「君が訊かダナドゥ cji[kadanadu 教えなかったの
だ」。 
[ta]na[ga タナガ てながえび。 
x タナガクレ/バートゥ〔たなが食い鳩〕かわせみ。 








-danaja ダナヤ 動詞について希望の意を表わす。「私も行かダナヤ」’i[kadana_%ja 
(行きたいものだ)。 




-tane,-tabe タネ・タベ ～まで。「あそこタネ ’a[maNtane,-tabe 走ろう」。 
[ta]no[(:)[（OK) タノー 帯状疱疹。 
ta[bagutu タバグトゥ たわごと。正気でない言葉。 
ta[bi= タビ 旅。本土。 
[tabi]Cju[: タビ/チュー〔タビ人〕本土から来た人。 
[da]bja[:[ ダビャー 足の裏。 




ta[bojuN_? タボユン ～てくださる。(古)「たまふ」。 
-tabori タボリ ～てください。「この紙に書チタボリ ha[cji]tabori」(書いてくださ
い)。(古)「たもれ」。【cf.[ho:ti]tabori（買ってください)、’u[ti:]tabori（売ってくだ
さい)】 




















x タマシ 分けまえ。 
x タマシ/ウチュン 配分する（主として魚などの配分に用いる）。 
[tama]sji[ka タマシカ まれに。偶然に（会う）。 
[tama]na[(:)[ タマナ（植）キャベツ。芯も塩漬け・味噌漬けとして利用される。 
ta[majuN タマユン 持ちがよい。長持ちする。 
[tama]ju[N タマユン 反る。窪む。たわむ。【ベニヤ板などが】 








[tamu]tu’isjo[:[ タムトゥ/イショー 筒袖でないたもと付きの着物。 
[tami]ju[N タメユン・タミユン【弓で】的となるものをねらう。 
da[ja] ダヤ 力の脱けた状態。「終日働いたのですっかりダヤなった da[ja_na[ti」。 
[dara]sju[N ダラシュン やっつける。うちのめす。 
ta[razjimuN タラジムン〔足らず者〕知恵の足りない者。 
[tari]ka[sji タリカシ 豚肉【と鯨肉】を煎じて脂分を取った残りのもの。保存がきき年
中の調味料となる。シジガラ [sjisji]ga[ra とも。 
x タリガティムン 酢の物。 
-tariko タリコ 汚物がいっぱい付着していること。「泥ダリコ [doro]dari[ko なって
遊んでいる」。 
[dari]ja[mi ダリヤミ 晩酌。 
[tari]ju[N タリユン 【パンなど】どろどろにものをこねまぜる。 
[dari]ju[N ダリユン 疲れる。 
ta[ru= タル 誰。どなた。 
x タルガラ/チュー 誰かさん。知っていながら知らないふりで言う言葉。 
[taru]da[ru[,[taNdaru タルダル・タンダル 誰々。 
[tanu]sji[mi_[’a]N（OK）タルシミ/アン〔楽しみある〕楽しい。おもしろい。 
ta[rejuN タレユン 足らせる。補う。付け加える。 
ta[re_? タレー 不足の補い分。 
-taN,-daN,-cjaN,-zjaN タン・ダン・ジャン・チャン（助動）～た。～だ。「起きタン」
[’ui]ta[N、「頼ダン」[tano]da[N、「行ジャン」’i[zjaN、「見チャン」[mi]cja[N。 
[daN]ga[sa ダンガサ こうもりがさ。おらんだがさ→らんがさ→ダンガサ。 







x タンキタンキ 大事にそっとあつかうさま。 






[taNgejuN タンゲユン 当てにする。頼りにする。 




[daN]da[N ダンダン 色々（普通とは違ったもの）。「世の中にはダンダンな [daN]da
N[na 人がいるものだ」。 
x タンチャマヤ 短気者。ただし廃語。 
[taNdi_[taNdi タンディ・タンディドーカ 頼む、ものごとをお願いする意を表わす。
【また、[do:]ka_[do:]ka とも】 




[Ta:cji ターチ 二つ。 
[Ta:cjimacjizji ターチ/マチンジ 二つある頭のつむじ。そういう人は意地が強いとい
われる。 
[Tai= タイ 二人。 
Ta[cjiki タチキ 二か月。 
[Tattagwa: タッタ/グヮー 双生児。x鍋一つに杓子二つ入れて使うと双子が生まれる
として忌む。 
(希）Ta[tukuru タトゥクル お二人【敬語】。 
Ta[naNka タ/ナンカ ふた七日。 
Ta[hemacji タヘ/マチ 二重蒔き。重蒔き。【やり直しで】 
x ター もちろんそうだともの意を表わす感動詞。「ター、おまえが行かなくちゃ」。 
(希）[Ta]: ター（幼）砂糖。 




[Cji,[Cji:]nu チー 一日。 
[Cji:]gu[sji チー/グシ〔一日越し〕一日おき。 
[Cji:]ta[cji チータチ ついたち。朔日。 




[Cji:_%hji:zju チー/ヒージュ 一日中。cf.[hji:zju 
[Cji:]hucji[ka チー/フチカ 一、二日。僅かの日数。 
x チー つるべ。ただし廃語。 





x チー 霧。霞。もや。 
[CjiN チー 釣針。（古）「ち」。 
x チー/マギ〔チー曲げ〕釣針を作る道具。 
[Cji: チー 血。 
[Cji:_%hjicjuN チー/ヒチュン〔血を引く〕遺伝する。 
x チー/フジョー 血不浄。お産のけがれ、およそ七日間。 
x チーギ（植）あかてつ。 





x チガイ 釣針が海中の岩にひっかかること。 
[Cji｡Ka]noju[N チカノ（ー）ユン 飼う。 
[Cji｡Ka]noiwa[ki チカノイ/ワキ 他人の家畜を飼育して産まれた子を持ち主と分け
ること。【子供を生ませて親を返す。】 























x チクチク 犬を呼ぶ声。 
[cjiku]cjiku[tu チクチクートゥ 小さいながら均整のとれたさま。 
[cjiku]muN[du_ha[nasja チクムンドゥ/ハナシャ（諺）なつく者こそ愛し。【[cjiku]
mu[N,ha[nasja]N】 





cji[kuNdari チクン/ダリ 気力・体力の疲れ。 
cji｡[kesjuN チケシュン〔使いする〕招待する。 
[cji｡ke]Fugasju[N チケ/フガシュン 金を使い果たして穴を開けてしまう。【Cf.Fu 
[gasjuN ＝穴を開ける】 
cji[zji･ チジ 頂上。 













[cji]zju[ja,[hama]cjizju[ja チジュヤ・ハマチジュヤ 干鳥・浜千鳥。 
[cji]zju[ja チジュヤ ちぢれ髪。マングイ [maN]gu[i とも。 
cji[zjosjuN チジョシュン つなぐ。 
x チジョシ/ハジョシ ものをつなぎ合わせたり、縫い合わせたりしてあるさま。「チ
ジョシ/ハジョシの着物で漁に出かけた」。 
x チジラ 大魚を釣るときに用いる釣針に付ける針金。これに釣り縄を付ける。 
cji[zjiN チジン〔つづみ〕太鼓。 
cji[ta] チタ・チッタ 腫物や傷などのかさぶた。巻貝の蓋。x巻貝の蓋はハンジタとも。 
cji[tamajuN チタマユン したたる。(古)「したむ」（液をしたたらす）。【水が少しずつ
出る】 
x チタチタ しずくがしたたる音。 
cji[tamai チタマイ しずく。 
x チチー 鰆をおびき寄せるための擬似餌。 
x チチー〔筒〕せんだんや桐を用いた刳物のたばこ入れで枕を兼ねたもの。持ち主が死
んでもその霊がこれに宿るとされた。 






cji[cjuN チチュン 利く。聞く。聞いて従う。【効くも】 
[cji]cju[N チチュン 着く。付く。なつく。 
x チットゥ 非常に（推量の場合用いる）。「チットゥ水が欲しかっただろう」。「きっと」
の転か。 














x チナブシ 牛馬を野外に出しておく場合、地面に立てて綱をつなぐ杭。 
x チニル シクヌクヮーを獲るための道具。チニルハジラ（りゅうきゅうていかかずら）
のつるで作る。 









cji[bara チバラ 着物。【普段着】 











cji[bu･ チブ x壺。o肥溜め。o豚小屋に隣接して設ける。 
cji[bui チブイ しりからげ【雨降りなどのときにする】。「高チブイ [taka]cjibu[i あげ
て働いている」。 
x チブシ 足のくるぶし。 
x チブラ・チブランギ（植）がじゅまるのうち横に枝を伸ばす種類のもの。 
[cji]bu[ru チブル 頭【人のも】。 
[cjibu]ru[go:[ チブル/ゴ 食料としての豚の頭。 




[cji]bu[ru_[jama]sju[N チブル/ヤマシュン 頭を痛める。悩む。 
[cjibu]rujami[: チブル/ヤミ 頭痛。 
x チマイ つまり。極限。 
cji[magu チマグ ひづめ【特に牛の】。 
Cji[makurubi xチマクルビン つまずく。【名詞形の Cji[makurubi_%sjuN の形で使
う。】 
[cji]ma[sa]N チマサン 栓などがきつくはまっているさま。 
x チマサン つましい。節約家だ。(古)「つまし」(倹約である)。 
Cji[mi･ チミ 爪。三味線をひくのに用いる義甲。牛の角等で作り右人さし指にはめる。 




[Cji]mu[(:)[ チム 肝。心。気立て。 






































チャ ～達。人の複数を表わす接尾語。「子供チャ [wara]N[cja がいる」。 
チャ ～ぽち。僅少の意を表わす｡｢十円チャ [zju:]eN[cja 残っている｣｡[gasa]N[cja 
Cja:- チャー 一気な・一目散な・急な・間断ない等の意味の接頭語。 
x チャー/チチ/ミシュ 味噌造りは二度搗きするのが普通であるが、一気に一度で搗
きあげる味噌。【[cja:]zjukimisju[: は「お茶受け味噌」の意】 
[Cja:]tuba[sji チャー/トゥバシ ひた走り。 
[Cja:]haja[sji チャー/ハヤシ ひた走らせ。まっしぐらな走行。 








[cja:]zju[ki チャージュキ 茶請け。黒糖・粉糖・味噌・漬物等が普通。 
[cja]:[to チャート〔茶湯〕年忌祭。毎朝霊前に供える茶のお初。チャート/ミジト [c
ja]:[to_mi[zjito とも。 




[cja:]numi’a[gu[ チャーヌミ/アグ 茶飲み友達。 
[cja:]ju[(j)e チャー/ユヱ〔茶祝〕家での簡単なお祝。 




[Cja]:[ma チャーマ 少し。「私にもチャーマ分けてよ」。 










[Cja:]micja:[mi（OK) チャミ/チャミ まごまご。ぼやぼや。 
[Cja:]miju[N チャーミユン つんのめる。 
-cju チュ・チュム ～さえ。さえも。「そんな簡単な仕事チュ sji[gutuNcju できないの
か」。 
Cju- チュ 一の意を表わす。 
Cju[i チュイ 一人。 
[Cjui]gwa[: チュイ/グヮー 一人っ子。 
[Cju]i[cju チュイ/チュー・チュイムン 一人者。 
Cju[Ki]ne チュ/キネ 一家族。【cf.Ta[Kine（二家族）】 
[Cjuku]da[i チュ/クダイ 一踊り。【cf.Ta[kudai（二踊り）】 
[Cju]ku[re チュ/クレ 一食。【cf.Ta[kure（二食）】 
[Cjucji]ka[ma チュ/チカマ〔一束間〕つかの間。一瞬。 
[Cju]Cji[ki チュ/チキ 一月。【cf.Ta[cjiki（二月）】 








[Cjucja]ba[nu チュ/チャバヌ 一杯。食事の杯数。 
%Cju]k[Ku]N チュッ/クン 一袋（みかんの中の袋）。【cf.Ta[KuN（二袋）】 
Cjuk[ke] チュッ/ケ 一回。【cf.[Takke（二回）】 
[Cjukke]To[i チュッケ/トイ 一、二回。【これには TakkeToi という形はない】 
[CjuTi]bu[i チュ/ティブイ 一束。三束で一チカ、十チカで稲なら一マルチ、稲苗は
一ヌチ。【cf.Ta[Tibui（二束)。[Cjuma]ru[cji（一マルチ）、Ta[marucji（二マルチ）】 
[Cju]tu[: チュ/トゥー 一年。【cf.Ta[tu･（二年)】 
[Cjutu]ku[ru チュ/トゥクル お一人（敬語）。 
Cju[Fu] チュ/フ 一個（卵等の数)。【cf.Ta[Fu･=（二個)】 
x チュ/ブン 海や溜池などに平たい小石を投げて水面を走らせる遊びで、小石が水面
をはねた回数を一ブン、二ブンと数える。 
Cju[Fo] チュ/ホー 一方。【cf.Ta[Fo･=（二方）】 




には Ta- の形はない。】 
Cju[ja] チュ/ヤ 一つ家。「二家族がチュヤで暮らしている」。 
[Cju]wa[sji チュ/ワシ 製品としての焼酎の一升。十ワシ tu[wasji が一斗となる。
【cf.Ta[wasji（二升）】 
x チュイ かくれんぼの合図で「もういいよ」にあたる。 
x チュイ、バ （ー幼）幼児をあやすとき、おとなが両掌で顔を隠しながらチュイと言い、
顔を出しながらバーという。 




[Cju:sabaKui チュー/サバクイ 他人への干渉。 
[Cju:zjima チュー/ジマ 他島。他集落。 


















[Cju:bire チュー/ビレ 人とのつきあい。交際。 
[Cju:ho:jo: チュー/ホーヨー〔人同様〕人並み。 
[Cju:macjige チュー/マチゲ〔人間違い〕人違い。 
[Cju:wakasji,[Cju:wa:sji チュー/ワカシ・チュー/ワーシ えこひいき。 
x チューワ/チムグクル、ウマウシワ/チカラ（諺）人は心、牛馬は力（によって価値
づけられる）。「ウマウシ」は「ウシモーシ」とも。 
[Cju]:[ka チューカ きゅうす。 
x チューカメーメ（植）さくららん。 
x チュージ 給仕。食事の世話。 










x チューリ/ウブリ 家が傾き壊れかけているさま。 
[Cju]ka[sji チュカシ ほんの少し（水などの場合）。「この甕には水がチュカシも［Cju
ka]sji[mu 入っていない」。 






x チュシ/ビーサ 最後の寒さ。寒の戻り。 
x チュショ/ナン 言動がその場の状況雰囲気にそぐわない。 
x チュタンジ しばらくの間。「ここらでチュタンジ休みにしよう」。 
[Cju]ra[sa]N チュラサン きれいだ。美しい。(古)「きよら」(美しいさま)。【男女と
も言える。また、掃除などをしていてきれいだの意も。】 









(希）[Cjura]jiN[ga チュラ/ヰンガ 美男。 
[Cjura]wuna[gu チュラ/ヲゥナグ 美女。 
Cji[juN チユン 散る。（紙に墨などが）にじむ。 
%Cju]･[N チュン 来る。「あす君の家に来るよ」という言い方をする。 
[Cju]:[nu_[tu]sji[: チューヌ/トゥシ 来る年。来年。 
チュン・シュン・ニュン・ビン・ミン・ユン 動詞の語尾。「歩く」「立つ」は「歩チュ
ン [’a]cju[N」「立チュン [ta]cju[N」。「話す」は「話シュン [hana]sju[N」。「死ぬ」
は「死ニュン sji[njuN」。「飛ぶ」は「飛ビン tu[bjuN」。「飲む」は「飲ミン [nu]
mju[N」。「買う」は「買ユン [ho:juN」。「見る」は「見ユン %mju]･[N」。 
x チョー（一）僅少の意。たった。「チョー一つしか残っていない」。（二）似ているの
意。あたかも。「その格好はチョー猿だ」。 



















[Cjira]nu[ho:[ チラヌ/ホー 面の皮。 
x チラギ・チラギナムン 随分。たくさん。 
cji[ri･ チリ 連れ。同行の者。たぐい。同年の者。 
cji[ru･= チル・チン 弦・鉉の意を表わす。 





cji[rugajuN チルガユン 水に浸る。 
cji[rukucji チルクチ（魚）あかまつかさ。 
[cjiru]gwa’umu[(:)[ チルグヮ/ウム さつまいもの一種。皮は赤く紡錘状で味がよい。 
cji[ruzjuN チルジュン つなぐ。o（血筋や穴などが）つながっている。 
x チロー 胃癌。 
[CjiN チン（魚）ちぬ。 
[CjiN- チン 爪先でする動作を意味する語。 
[CjiN]kju[N チン/キュン つまみ切る。ちぎる。 
(希）[CjiNgure チン/グレ つまみ食い。 
[CjiN]sacju[N チン/サチュン つまみ裂く。 
x チン/ジュン 紡ぐ。 
(希）[cjiN]ku,[’iN]ku,[PiN]ku チンク・インク・ピンク 背が低くからだが小さいこ
と。【[PiN]ku[cju:= チビ】 


















[CjiNcjo チンチョ 井戸。 
x チンマシュ 日常調味用の塩。 
[CjiN]mi[N チンミン 包む。 
 
○ツ 
[Cja:]miju[N ツァーミユン 前のめりになる。うつ伏せに倒れる。 
x ツァン つわり。 
[cu: ツー 露。 
x ツクタヌメ 豊作を祝う民謡。題名は「フトシ/ツクタヌメー」（今年作った米）とい
う歌詞からきている。 
x ツグチ/ユクミ 津口横目。藩政時代の役職。港、船に関する件を扱った。 
[cuku]ju[N ツクユン 作る。作物を育てる。 
[cu]ku[i ツクイ 作物。 






[cuku]ritaku[ri ツクリ/タクリ 何度も何度も繕ってあるさま。 






















[de:nu_[kwa:= デーヌ/クヮ たけのこ。 





















(希）[te:bjo テー/ビョー 大病。重病。 
x デーフヮ 石臼を中に置いて使う木製の平たい器。後にハラがこれに代わった。 










x デンマ 台風が過ぎて海も静かになっているとき、思いがけず押し寄せる大波。 
 
○ティ 
-di ディ〔助〕～と。～だと。「彼はよい人ディ ju[kwa_[cju:di 思われる」。 
-di,-disa ディ・ディサ〔助〕～とさ。～そうだ。「昔ある所に鬼がいたディサ wu[ta
mu]disa･」。 
ti[: ティー 手。掌。 
[tja:]ma[i[ ティ/アマイ〔手余り〕からだの大きな者。【図体、力もある。そういう






[ti:]go:[sji ティー/ゴーシ 手先が不器用なこと。またはそういう人。 
[ti:]zjura[sa]N ティー/ヂュラサン〔手が美しい〕手ぎわがよい。 











[ti:]juru[sja ティー/ユルシャ 手放し。 
[ti:]jomani[jo ティーヨ/マニヨ〔手様舞様〕手ぶり身ぶり【むしろ、手招き】。 
x ティクロー なんこ［naNko（箸戦）の際など手先でするごまかし。 
[ti]sa[zji ティサジ 手拭。ただし廃語。【沖縄から来た単語】 




[tiN]ga[ma ティンガマ・xティンゴ 手いたずら。 
[tiN]ga[ma_[ka:]ju[N ティンガマ/カーユン 手いたずらをする。 





[tiN]zji[ku ティンジク げんこつ。 
[tiN]zjika[mi ティン/ヂカミ 手掴み。「ティンジカミして食べるな」。 
[di: ディー さあ。人に行動を促すことば。(古)「いで」。 








[Ti]:[cji ティーチ 一つ。 
[Ti]:[cji_[Ti]:[cji ティーチ/ティーチ 一つ一つ。いちいち。 








x ティガシ・ハシ 工の字形の座繰り糸を巻く道具で主に経糸を巻く。 
[dika]sju[N ディカシュン 得をする。(古)「でかす」（うまくやる)。 
[dika]sji[: ディカシー いいなあ。羨しいなあ。 
[dika]cja[N ディカチャン もうけた。 
x ティガラ 石を割るための短い鉄の棒。 
x ティク 鎌の刃の部分が柄から抜けるのを防ぐため柄の上からはめる小さな金輪。 





[tida]tibu[i ティダ/ティブイ 日向ぼっこ。 
ti[da_[’uti]magu[ri ティダヌ/ウティマグリ 日の落ちる頃。 
ディチ ～と言って。「気分が悪いディチ [waru]sa[mu]_di[cji 休んでいる」。 
[ti]de[(:)[ ティデー 進物。贈り物。歳の祝などのある家に贈る米・菓子・酒・反物等。
【その物を [tide]mu[N と言う】 
[tide]ju[N ティデユン 贈物をする。x座を賑かにするため話題や歌などを提供する。 
-dinu ディヌ ～との。「彼も一緒に行ったディヌこと ’i[zjamu]dinukutu」「昔はそう
だったディヌこと Ta[mu･]dinukutu」。 
-timu,-dimu ティム・ディム・チム ～ても。「晴れティム [hari]ti[mu」(晴れても)。
「汲ディム ku[dimu」(汲んでも)。「見チム mi[cji]mu」(見ても)。 
x ティヤ（幼）汚いもの。捨てること。「そんなのはティヤしなさい」。 













ることもある。小型のものをティルガマ [tiru]ga[ma という。 
-diro ディロ 助動詞～です。「これは筆ディロ Fu[di]diro」。【[nu:]diro 何ですか】 
x ティン 家庭外。世間。単独に用いられることは殆どない。 
x ティン/ミャンカ、ヤー/ヤヤガイ（諺）外では猫の子。内では横暴。内弁慶。「ヤー
ヤヤガイ」は「ヤーバシカイ」とも。 
[tiNto ティン・ティント 天。天道。【空の意。】 
x ティンスイダ・ティント/マブイダ〔天水田・天まぼり田〕水利に恵まれず、降雨や
道路からの流水のみを頼りとする田。 
x ティント 角力で勝負なし、引き分け。 
[tiNto’ubi ティント/ウビ 帯は結んだ端が垂れるのが普通であるが、端が上を向いた誤
った結び方。【[tiNtomusubi 紐の結び目が上を向く形】 












[di]N[ki ディンキ 悋気。嫉妬心。 
x ディンギ（植）でいご。これの花が咲くと梅雨があがるという。【[de]:[go という】 









[to]: トー いざ。さあ。「トー、もう行こうや」。(古)「疾う」(いちはやく)。 



















































[do:]ki[･ ドーキ 機転。 
[do:]kina[sja ドーキナシャ 機転がきかぬ者。 








[to:]da[i トーダイ まだまだ。「トーダイできそうにない」。 
[to:tu トートゥ〔尊と〕（一）祈り。（二）信仰の対象としての月。（三）老婆に対する
敬称。 
[to:tuganasji トートゥ/ガナシ お月様。月に対する敬称。 
[to:tuganasji トートゥ/ガナシ ありがとう（感謝のことば）。 

























[do]:[mo ドーモ 老耄。もうろく。 
[to:]ra[(:)[ トーラー 俵。かつては一俵が四斗八升だった。その後五斗八升、重さ約





[to:]riju[N トーリユン 【横に木や人が】倒れる。破産する。【病に倒れるも】 
[to:]rikuru[bi トーリ/クルビ 倒れたり転んだり。 
x トーリマー/カラ、フヮイマー（諺）〔倒れ馬から走り馬〕とびがたかの子を生む。 








x ドンジ 大型の木槌で田の畦等を突き固めるのに用いる。 
[toN]toN,[doN]doN トントン・ドンドン 足音の強く響くさま。 
[do]N[do ドンドン（一）どきどき。「胸がドンドンする [do]N[do_%sji:」。(二）ずん
ずん。「一人だけドンドン先に行った」。（三）さっさ。「仕事をドンドンしなさい」。 
[doN]do:[Tu ドンドーントゥ 気が利かず動作の鈍いさま。 
%do]N[zji ドンジャ〔鈍者〕気が利かず動作の鈍い者。 
[doNbuku ドンブク 背が低く横に肥えているさま。 
 
○トゥ 
-tu トゥ・トゥニ〔助〕～と。「あそこに行くトゥ ’i[kutu 危い」。 




x トゥー 沖合い。 





[du:]na[: ドゥーナー 自分達。身内。血縁。「AさんとBさんはドゥーナーになる」。 
[du:]naso:[zji ドゥーナ/ソージ〔自分達相談〕恋愛婚。【身内同士での結婚】 
[du:]nade:[sja ドゥーナ/デーシャ 身内同士。 
[du:]name:[me ドゥーナ/メーメ 各自銘々。 
[du:]naN[gi ドゥー/ナンギ 自ら招いた難儀。 
[du:]jabu[ri ドゥー/ヤブリ〔自分破れ〕月経。 











[tu:]du:[tu トゥードゥートゥ ぐっすり熟睡しているさま。 
[du:]bu[ni ドゥーブニ からだの骨。(古)「胴骨」。【特に痛むとき】 
x トゥーミ 灯明。 
[tu]:[ju トゥーユ（植）はるののげし。うさぎの好物である。 









[tui’o:sji トゥイ/オーシ 〔鶏合わせ〕闘鶏。(古)「とりあはせ」。 
[tu:i_[tu･i トゥイ/トゥイ（幼）鶏。鶏を呼ぶ声。 




[tuinumukka_? トゥイヌ/ムッカ 鶏の尻。いそぎんちゃく。 
[tuibuzjo トゥイ/ブジョ 鶏の飼育や闘鶏に夢中な人。「鶏奉行」の転か。 





















tu[gejuN トゥゲユン 半気違いみたいになる。(廃語)。 






(古）du[sji･ ドゥシ 友達。(古)「どち」(同士。仲間)。【’a[gu] が普通】 
[tu]sji[･ トゥシ 年。 
[tusji]’u[cji トゥシ/ウチ 年内。 
x トゥシ/カサ〔年重〕正月前に用意する餅に年かさ・床餅・切餅・足餅・伸餅等が
ある。年かさ（丸い小餅）は年を重ねるという意味で大晦日に家族全員に配る。 












tu[zji･ トゥジ 妻。(古)「とじ」(一家の主婦)。 














x ドゥジャ・ドゥジャバイ 尻が重く動作がのろいこと。からだの肉付きのよいこと。 
x ドゥジャ/カーユン・[du]du[ku_[ka:]ju([)N ドゥドゥク/カーユン 子供がすねて動
かなくなる。 
[tu]zju[N トゥジュン 研ぐ。削る。直訳して「o鉛筆をとぐ」というのは誤り。 
[duzje]du[zje ドゥゼドゥゼ からだが大きくて強健なさま。 
[du]da[ri ドゥダリ 汚物がいっぱい付着しているさま。 
[du]cja[sa]N ドゥチャサン 座り心地、寝心地が悪い。 
x ドゥッシュ/ミッシュ 身代わり。ただし廃語。 







x トゥナカ 海上。沖合い。歌語である。 
tu[ne_%’osonojuN トゥネ/オソノユン 寝ぼけたりして方向の見当がつかなくなる。 
x トゥノ 平坦なこと。刃物の鈍なこと。 
[tuno]du[tu トゥノドゥノトゥ 平坦なさま。 
[tuno]ba[ru トゥノ/バル 平らな土地。 
tu[nomijuN トゥノミユン ならして平らにする。 
tu[noKurasajuN トゥノクラサユン 妖怪にたぶらかされて正気をなくする。 




















x トゥムマ ともま。舟の後部。ここにいる者は舟の進路を受け持つ。 





x トゥユミン 響く。知れわたる。(古)「とよむ」。 
[tu]ju[N トゥユン 取る。 







[tuja]cjimiju[N トゥヤチミユン 取り集める。 
[tuja]cjimihe:cji[mi トゥヤチミ/へーチミ あれこれ取り集めること。 
x トゥヨシュン〔取り寄せる〕寄せ集める。 









x トゥリバユン ぼんやりする。勢いをなくする。 
x トゥリバイ・トゥリバイムン ぼんやり者。 
x トゥリバイ/コーバイ ぼんやりして動作の鈍いさま。 
tu[rijuN トゥリユン 天候が穏かになる。風波が静まる。人の騒ぎや泣き声が静まる。 
[turi]duri:[tu トゥリドゥリートゥ 穏かで静かなさま。 
tu[rihjizjurusa トゥリヒジュルサ 風がないのに寒いこと。 
tu[wa: トゥワー 十日。 





























[na: ナー あれ。あの。（人称数詞が続く） 
[na:]Cju[i ナー/チュイ あれ一人。 
na[Te: ナテー あの二人。 
[na: ナー もう。また。 
[na･_[sji]da[N ナー/シダン もう済んだ。 
[na･_Cju[ke ナー/チュケ もう一回。 
[na･_[Ti]:[cji ナー/ティーチ もう一つ。 
[na:]Ne[: ナー/ネー もう少し。 
[na:]ba[: ナー/バー もう嫌だ。嫌だ。女の子が方言を直訳して、共通語「嫌だわ」
に当たる言葉として「もう嫌」という言い方をする。 
na[hji ナーヒ・ナヒ もっと。「ナヒ持ってこい」。 
[na:]ma[ta ナーマタ また。再度。 
[na: ナー・ナカ 中。 
[na:]gu[: ナーグー 植物の芯。 








[na]ka[ra,[na]:[ra ナカラ・ナーラ 半分。中途。(古)「なから」。 






ナー ～ずつ。数詞につく。例えばミーチナー [mi:cjina: は三つずつ。【[Ti:]cjina[:
（一つずつ）、[Ta:cjina:（二つずつ）】 
[na:]ga[ma ナーガマ〔菜小〕菜っ葉。オーフヮー [’o:]Fa[:(青葉)とも。 





[na:]su[bi ナースビ（植）茄子。x桑の実【これは [Kwa]nu[mi】。 
[’a]na[ze]:（OK）ナーゼ ～ではないか。「これを書いたのはおまえはナーゼ」（おまえ
ではないか)。 
[na]:[da,[mi:]na[da ナーダー・ミーナダー 涙。 
[na]:[cja ナーチャ 明日。 
x ナーチュ 仲人。国頭字外では殆ど廃語。【[naka]’u[do という。】 
[na]:[du ナードゥ 彼自身。彼女自身。【第三者のことを言う。】 
[na:]niN[za ナーニ・ナーニンザ あいつ。古語「なれ」の転か。【悪口で】 














-nagai ナガイ ～など。ストゥミティ[sutu]mitinaga[i（朝）、ヒンマ [hjiN]managa
[i（昼間）、ヨーネ [jo:]nenaga[i（夕方）等の下につく。その時間帯にふさわしくな
いできごとが起こった場合に使う。「昼間ナガイから酒を飲んでいる」。 
[na]ga[sa]N ナガサン 長い。 
[na]ga[’wa,[naga]’wa[nu ナガ/ウヮ〔長豚〕子豚が成長して、親豚になる前の豚。 
















a]sji[ta を相手にするな」「私達ナガシタ wa[cja_[naga]sji[ta[ が言ってもとりあ
げてくれない」。 






[naga]riju[N ナガリユン 流れる。 
x ナガリ〔流れ〕舟を潮流に任せながらの釣り。xフカノー（深縄）とも。 
x ナガリ/アミ〔流れ雨〕にわか雨。 
[na]gi[･ ナギー 縦。着物の長さ。 
na[gusami（OK）ナクサミ 慰め。角力や踊り等の遊興行事。 
[nagu]rimu[N ナグリムン 定職もなくぶらぶら暮らしている者。 
[na]ge[sa]N ナゲサン 永い。【永いではなく、むしろ、長い】 
[na]ge[sa_[na]ju[N ナゲサ/ナユン 永くなる。【長くなる】 
[nasa]ki[wa_[cju:damija_%na]･[N ナサキワ、チューダミワ/ナン（諺）情けは人の為
ではない。必ず自分にかえってくる。 
[na]sji[cji,[nasji]cji[gwa ナシチ 人・家畜の子で発育悪く小さい者。 
[na]sju[N ナシュン なす。産む。(古)「なす」。 
[nasji]zji[ki ナシヂキ 臨月。 
[nasji]munu[Kwa ナシムヌクヮ 子を強調していう言葉。腹を痛めた子。 
x ナジレユン ものごとをさっさとせず、でれでれする。 
na[Ta ナタ あなた。ただし、共通語より範囲が狭く同等もしくは下位者には普通こう
は呼びかけない。 
na[Ta]ta ナタ/タ あなた方。【目上】 




[na]Ta[du ナタ/ドゥ あなた自身。 
[naTa]tu[ru[ ナタ/トゥル あなた方お二人。 
x ナタビチ 三味線の下手な弾き方。 
[nacji]ka[sja]N ナチカシャン なつかしい。自らを哀れと思う。 




na[cjuN ナチュン 泣く。ほえる。いななく。 
na[cjisa,[nacji]samu[N[ ナチサ・ナチサムン 泣き虫。 
















na[hi] ナヒ もっと。「ナヒ持って来い」。 
na[bi] ナビ 鍋。 









x ナブル/スジリ 道などが滑りやすいさま。 
[na:]buruta:[ma ナブルターマ すべすべ。 
na[Fa] ナフヮ 那覇。沖縄。 






na[ma] ナマ 今。 
na[ma]jaNkja ナマ/アンキャ〔今であるなら〕今だったら。 
na[maga:ta ナマ/ガータ 今しがた。 
na[ma]kara ナマ/カラ 今から。 
na[mazjibuN ナマ/ジブン〔今時分〕近頃。 




na[ma]nati ナマ/ナティ 今になって。今さら。 
na[ma]niti ナマ/ニティ 今に。たちどころに。 
[na]N[ma ナンマ ナマを強めた言い方。ついさっき。「彼はナンマまでここにいたの
に」。 
na[ma ナマ まだ。na[ma_na[da とも。 
x ナマガレ・ナマガデ まだまだ。 
[nama]Fudu[: ナマフドゥー まだまだ。 
na[makata ナマカタ 生意気な者。 
[na]ma[sa]N ナマサン 生やさしい。きびしさを欠く。 










x ナミ ～だろう。「東京はもうヒーサムナミ」(東京はもう寒いだろう）。 
[na]ju[N ナユン なる。o果実が実る。o性交する。 
[na]ra[N ナラン ならない。かなわない。 
x ナラシ えもんがけ。 




[naro]ju[N ナロユン 習う。 
[naro]sju[N ナロシュン 教える。 




x ナンコ/ナシュン なくする（意識的に）。 















  [naN]zjicjihaza[(:) ナンジチ/ハザ こげくさい匂い。 









[ni: ニー 場所。「品物を置くニがない ’u[cjunu_[ni:nu_na[N」。 
ニー・ン 動詞についてその動作をしてみよとの意を表わす。「こっちに来ちニ ki[Cji]
mi:」（こっちに来てごらん）。「おまえも来ちン ki[Cji]N」（おまえも来てごらん）。 
[ni:,[ni:hara= ニー・ニーハラ 胸。 
[ni:kuzjirijuN ニー・クジリュン 食物が胸につかえる。 
[ni:_[sji｡ko]mikasju[N ニー/シコミカシュン 胸がどきっとする。 





ni[: ニー 根。 
[ni:]su[ra ニー／スラ 植物の根と末。xことの終始。 




[ni]:[se,ni[se ニーセ 青年。 
[ni:]senaije[: ニーセナイ／ヱー 成年祝。藩政時代島の上層で行ったという。 










[ni:juN ニーユン 練る。こねる。【粉を】 


















[ni]ku[bu ニクブ ねこぶく。脱穀や籾干しの際に用いられる縄を編んで作ったむしろ。 
[nigo]ju[N ニゴユン のがれる。すべきことや、出すべきことの割りあてを免除される。 
ni[sa]N ニサン 遅い。 
x ニサンヌ/フルメ〔ニ、三のふるまい〕二の膳三の膳まで出るような豪華なもてなし。 
ni[sji= ニシ 北。 
x ニシ/ガヤ 西仮屋。ヒジャガヤ（東仮屋）と共に藩政時代来島の役人の官舎。 
x ニシ/ヂー〔北霧〕旧二月頃中国大陸から来る黄塵。麦にも苗代にも影響が悪い。 
















[ni]zja[ju ニジャユ にがり。 
[nizja]riju[N ニジャリユン 不潔になる。糸がもつれる。「乱れる」の転か。 
ni[zjarimuN ニジャリ・ニジャリ/ムン 不潔。不潔者。 
ni[zjariko:zjari ニジャリ/コージャリ 不潔で乱雑なさま。 
[nizja]rihara[zji ニジャリ/ハラジワ、スラカラ（諺）乱れ髪は末から（くしけずれ）。 













x ニジ/ハチリ 食物に不自由しているさま。 
ni[zo] ニゾ 歌語で主として男から女の愛人をさしていう。その反対はサトゥ。 
ni[zosa]N ニゾサン かわいそうだ。 
ni[zosai,ni[zosa]ja ニゾサイ・ニゾサ（ヤ）かわいそうに。感動詞的に使われる。 
[ni]ta[sa]N ニタサン ねたましい。腹立たしい。 
ni[cji= ニチ 寝息。いびき。 
(希）ni[cja]N ニチャン 味がまずい。 
-niti ニティ〔助〕～で。～にて。「道ニティ会った mi[cjiniti_[’o:]ta[N」。 
[ninu]Fabu[sji ニヌフヮブシ 北極星。【歌の中で】 
ni[hja:= ニヒャー 家の軒の下部を葺くのに用いる短い茅。 
ni[bu] 二ブ ひしゃく。 
[ni]bu[tu ニブトゥ〔根太〕腫物。 
ni[bujuN ニブユン 眠る。 
ni[buizama ニブイ/ザマ 寝とぼけ。 
[nibu]i[zji ニブイ/ジ〔眠り巣〕寝床。【人の】 






[nibu]jaho:[ja ニブヤ/ホーヤ 寝ころがっているさま。 






[njo]:[sa ニョーサ みの。しゅろを材料にして作った雨具。 
[njo:sjuN ニョーシュン oすもうなどで互いに呼吸をはかる。相手の力などを読みとろ
うとして向きあう。ものごとをなそうと身構えする。【相手の出方をうかがう意も。】 












[niNguru ニングル 妾。情婦。 
[niNgurugwa: ニングル/グヮー 妾の子。私生児。 
[niNzjime: ニンジ/メー 握り飯。丸いのが普通。 
 
○’ニ 
[Ni]: ニー・xニン うん。同輩や目下に用いる返事。 
[Nja:gu ニャーグ 石灰質の石が風化して砕けてできた土。 
x ニャーシ/グヮー かわいらしい子。他人の子をほめて言う。 
[Nja:sja]N ニャーシャン 汚い。醜い。(字などが）まずい。【人には言わない。】 











-nu ヌ〔助〕～の。～が。?「鉄ヌ板」「犬ヌ [’i]nu[nu 来た」。【[Cju:nu（人が）】 
x ヌイ 海藻むらさきのり。波の荒い北海岸に生える。すまし汁・酢の物・卵とじ・つ
くだに等にする。【青い海苔に nu[i,[nu]i[nu というものがある。】 
x ヌイグラ 塗り鞍。木製で塗物の鞍。沖縄から移入した高級品。 
x ヌイミ/ファイミ〔縫い目針目〕裁縫【[nui]mi[:,[Fai]mi[: とは言う】。 
[nu]: ヌー 何。「ヌー、もう一度言ってごらん」「これはヌーかな [nu:]kaja」。 
[nu:]kaFui[ka ヌーカ/フイカ なにやかや。 
[nu:]ka[nu_ku[tu:_%sjuN ヌーカヌクトゥ/シュン〔何かのようにしている〕とても
親しくしている。 









x ヌードゥクルワ/ナン 何どころじゃない。それ以外のことに構ってはおれない。 
[nu:]Fui ヌーフイ あれこれ。 
[nu]:[ja ヌーヤ 何時【ナンジ】頃。 
[nu:]jo 何か。 
x ヌーサ とても。非常に。「ヌーサ長い時間かかった」。 
[nu:]sji[(:)[ ヌーシー 貝【全般】。 
nu[ga]: ヌガー なぜ。 






(希）nu[KimuN ヌキムン 抜きんでた者。【すぐれた人】 
[nuku]tamaju[N ヌクタマユン ぬくもる。暖まる。 
(希）[nu]gu[ra ヌグラ「その、なに」。言葉がつまったとき、次の言葉までの間に発す
る言葉。 
(希）[nu]za[: ヌザー しなをつくるの「しな」にあたる語。 
[nusa]baju[N ヌサバユン おしゃれをする。 
[nusa]baiko:[bai ヌサバイ/コーバイ おめかし、おしゃれをしたさま。 
[nusa]baimu[N ヌサバイ・ヌサバイ/ムン おしゃれ。おしゃれ者。おめかしや。【悪
口も】 
nu[sari ヌサリ 運命。「それが彼女のヌサリだったろう」。 





[nuzja]gaju[N ヌジャガユン 見るために背伸びをする。 
[nu]zja[gi ヌジャギ 食物がのどにひっかかること。 
[nuzja]nu[zja ヌジャヌジャ まごまご【する】。 
[nu]zju[N ヌジュン 抜く。脱ぐ。 
[nuzji]ba[na ヌジ/バナ（植）〔抜き花〕やぶらん。葉を引き抜いて墓前に供える。 
[nuzu]cju[N ヌズチュン のぞく。 
[nuzu]mi[: ヌズ/ミー のぞき見。 





[nuzu]riju[N ヌズリユン ずり落ちる。 
nu[cji_? ヌチ ぬき糸。織物の緯糸。家屋の横木。味噌・醤油を造る際のこうじがxタテ
ィ（縦）で材料になる豆等をxヌチという。 






nu[cjibana ヌチバナ 軒端。軒先。 
x ヌチマグ 麦わら製の種子物入れ。 
nu[cjuN ヌチュン 突く。貫く。指さす。指輪をはめる。 
x ヌチョシュン（顔を）つきあわせる。（家が）隣接する。 












(希）nu[rajuN ヌラユン ののしられる。 
x ヌル のろ。「祝女」の字をあてる。昔公的な神事を司った女性。ヌルが大切な祭祀の
際に着るうちかけは、前日まで芭蕉の繊維を水に浸しておき、当日になって数名でそ









[nuNgisa]N,[nuNsa]N ヌンギサン・ヌンサン 怖い。恐ろしい。 
[nuN]gisagi:[sa ヌンギサ/ギーサ こわごわ。おそるおそる。 
[nuNgiCju: ヌンギ/チュー こわい人。 
[nuNgizjira ヌンギ/ヂラ こわい顔。 
[nuNgidukuru ヌンギ/ドゥクル こわい場所。 




[nuNgimuN ヌンギ/ムン 妖怪。おそるべき人物。 
[nu]N[gja]: ヌンギャー おおこわ。感動詞として用いる。 
 
○ネ 
ne[:,[ne]:[nu ネー・ニー 地震。(古)「なゐ」。【ne[:_%jutaN】 
[ne: ネー 似合い。 
x ネーネ 似合った同士。 
[ne:]zju[N ネージュン びっこをひく。(古)「なへぐ」。 
[ne]:[gu,[ne]:[zja ネーグ・ネージャ ちんば。 
[ne:]gune:[gu ネーグネーグ ちんばをひきひき歩くさま。 
[ne:juN ネーユン 差出す。【どうぞ】 
[ne:]ju[N ネーユン しなえる。しおれる。 
[neNne ネンネ 姉さん。 
 
○’ネ 












no[:,[no]:[nu ノー 大魚を釣る際の釣縄。す糸をより合わせ豚の血を塗って作る。 
[no:]za[cji ノーザチ（植）はいきび【という草】。この葉にできる節の数だけその年は
台風がくるという。 
[no:]zji[:_? ノージ 虹。(古)「ぬじ」。【ni[zji] が普】 
x ノージノージ、ハタナサチ/ティーキリリ（虹よ虹、刀を差して手切れよ）子供が
虹を仰いで言うことば。 




[no]:[sju,[no:]sju[da ノーシュ・ノーシュダー 苗代。 
[no:]sju[N ノーシュン なおす。しまう。「本をしまいなさい」というべきのを、方言
を直訳して「本をなおしなさい」と言うのは誤り。 
[no:]su[bi ノースビ 小さな蝉の一種。 
[no:]ju[N ノーユン（病気が）oなおる。o縫う。o家を移転する。o座席を移す。 
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